
最高性能と最小の消費電力の両方を兼ね備えたデザ

インをどのように実現しますか？FPGAとASICの

両方の利点を備えたデザインは？デザイン・ソフト

ウェアで、最高のロジック使用率と最短のコンパイ

ル時間の両方を達成できますか？アルテラの新しい

40 nm Stratix® IV FPGA および HardCopy® IV 

ASIC であれば実現可能です。アルテラのデバイス

は、新たなシステム・インテグレーションをユーザー

に提供し、妥協のない技術革新を支援します。

どちらか一方ではなく、両方を視野に̶

think AND, not OR

think  not ORAND

Altera @ 40 nm
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各ファミリにリソース豊富な 2種類のデバイス

• Stratix IV EおよびStratix IV GX FPGA、HardCopy IV EおよびHardCopy IV GX ASICは、さまざまなハイエンド・アプリケーショ

ンに対応する豊富なロジック、メモリ、およびデジタル信号処理（DSP）リソースを提供します。いくつかのStratix IV E FPGAファ

ミリは、同一パッケージのStratix III FPGAとピン・コンパチブルのため、まずStratix III FPGAでデザインを開始し、後でより新

しく集積度の高いデバイスに移行することが可能です。

• Stratix IV GX FPGAおよびHardCopy IV GX ASICは、広帯域幅シリアル・インタフェース・アプリケーション向けの内蔵トラン

シーバ・ブロックによる利点を備えています。

妥協なき技術革新

市場初の40 nmデバイスであるアルテラのStratix IV FPGAファミリお
よびHardCopy IV ASICファミリは、エンハンスト・デバイスおよびトラ
ンシーバ内蔵デバイスで提供され、大規模なSOC（System-On-a-Chip）
デザインに理想的な性能と消費電力の利点を提供します。そして、最先端
のQuartus® II 開発ソフトウェアと共に、下記に示すアルテラの最新プロ
グラマブル・ソリューションを実現します。

• 最高集積度、最高性能、および最小の消費電力

•  かつてないシステム帯域幅、および卓越したシグナル・インテグリティ

• FPGA、およびASICの両方の利点

• 最高性能、最高のロジック使用率、および最短のコンパイル時間

• 最先端40 nmテクノロジの採用、および低リスクな量産パス

つまり、アルテラの40 nm製品により“OR（どちらか一方）”ではなく、“AND
（両方）”を実現するソリューションを得ることができます。

Quartus II ソフトウェアを使用して、Stratix III デザインを
さらに高集積のStratix IV FPGAに移行

Stratix IV E デバイス・パッケージ・プラン
Stratix

FPGA シリーズ
デバイス 780 ピン

FBGA*
(29 mm)

1,152 ピン
FBGA*
(35 mm)

1,517 ピン
FBGA*
(40 mm)

1,760 ピン
FBGA*
(43 mm)

Stratix III FPGA EP3SL50 480, 56

EP3SL70 480, 56

EP3SL110 480, 56 736, 88

EP3SL150 480, 56 736, 88

EP3SL200 480, 56 736, 88 960, 112

EP3SL340 736, 88 960, 112 1,104, 132

EP3SE50 480, 56

EP3SE80 480, 56 736, 88

EP3SE110 480, 56 736, 88

EP3SE260 480, 56 736, 88 960, 112

Stratix IV E FPGA EP4SE110 480, 56

EP4SE230 480, 56

EP4SE290 480, 56 736, 88 864, 88

EP4SE360 480, 56 736, 88 864, 88

EP4SE530 736, 88 960, 112 960, 112

EP4SE680 736, 88 960, 112 1,104, 132

数 値 は、 ユ ー ザ ー I/O
ピン数、LVDS ペア数を
示します。また、暫定数
値であり、変更の可能性
があります。

バーティカル・マイグ
レーション（同一の VCC、
GND、イン・システム・
プログラマビリティ（ISP）、
および専用入力ピン）。

すべての Stratix シリーズ・デバイス
は、コマーシャルおよびインダストリ
アル温度範囲、RoHS準拠パッケージ
に対応しています。

*FBGA: FineLine BGA（フリップチップ）

480, 56
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Stratix IV FPGAのプログラマブル・パワー・テクノロジ最高集積度、最高性能、および最小の
消費電力

最高集積度および最高性能̶

最小の消費電力̶ プログラマブル・パワー・テクノロジにより、消費電力の
マッピングはQuartus II ソフトウェアによりタイミング
制約をベースに完全に自動化されます。その結果、必要な
部分にのみ高性能を提供し、それ以外のすべての部分は
最小の消費電力で実現できます。

DSP性能を強化

748 GMACS のピーク性能により、

Stratix IV は FPGA で最高の DSP

性能を実現します。Stratix IV アー

キテクチャは、マルチプライヤ・リ

ソースに加えて、豊富なロジック、

レジスタ（乗算器あたり 400 近い

レジスタ数）、およびエンベデッド・

メモリ帯域幅（最大3,000の36ビッ

ト・メモリ・ポート）も提供します。

この組み合わせは、高性能DSPア

プリケーションを実装するときに

決定的な優位性を提供します。

Stratix IV デバイス・ファミリ・プラン
タイプ デバイス 等価 LE数 トランシーバ数 1

（8.5 Gbps、3.2Gbps）
メモリ

（Mビット）
乗算器数
（18x18）

Stratix IV GX 
FPGA

EP4SGX70 70K 16+8 6.3 384

EP4SGX110 110K 16+8 8.1 512

EP4SGX180 180K 24+12 11.1 920

EP4SGX230 230K 24+12 13.9 1,288

EP4SGX290 290K 24+12 13.3 832

EP4SGX360 360K 24+12 17.7 1,040

EP4SGX530 530K 32+16 20.3 1,024

Stratix IV E 
FPGA

EP4SE110 110K ‒ 8.1 512

EP4SE230 230K ‒ 13.9 1,288

EP4SE290 290K ‒ 12.4 832

EP4SE360 360K ‒ 17.7 1,040

EP4SE530 530K ‒ 20.3 1,024

EP4SE680 680K ‒ 22.4 1,360

注 :
1 最大チャネル数であり、パッケージにより減少する場合があります。
2 表中の数値は暫定数値であり、変更の可能性があります。

高速ロジック
低消費電力ロジック
未使用の低消費電力ロジック

タイミング・クリティカル・パス

ロジック・アレイ
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かつてないシステム帯域幅および
卓越したシグナル・インテグリティ

Stratix IV アーキテクチャ

1,067 Mbpsの外部
DDR3メモリ・インタフェース

高スループットなDSPを実現する
最大1,360個のエンベデッド乗算器

70K～680Kの等価LE数

最大1,104本の柔軟性の高いI/O
最高8.5 Gbpsの

最大48個のトランシーバ

ダイナミックに変更可能なPLL
（Phase-Locked Loop）

1.6 Gbps LVDS

最大22.4 Mビットの
エンベデッド・メモリ

最大4個のPCIe x8 Gen1
およびGen2対応ハードIP

Stratix IV FPGA は、競合

FPGA 製品に対して 2倍の

集積度および 2スピード・

グレード高速な利点を提供

し、通信、軍用、放送機器

といった、さまざまな産業

における大規模なデザイン

に最適です。
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HardCopy デザイン・フロー

ハードウェア・
アーキテクチャ

ASIC
設計

ASIC
製造

ソフトウェア
設計

ハードウェア・
デバッグ 量産

従来のASICを使用したシステム開発

リスピンによるシステム開発の遅れ

FPGA
設計

システム開発の短縮

Stratix IV FPGAおよびHardCopy IV ASICを使用したシステム開発

システム
完成

システム
完成

ハードウェア・
アーキテクチャ

ハードウェア・
デバッグ

HardCopyフロー

量産

ソフトウェア設計

FPGAの改良

FPGAおよびASIC の利点

HardCopy IV デバイス・ファミリ・プラン
デバイス FPGA

プロトタイプ
トランシーバ数 1

（6.5+Gbps、3.2Gbps）
メモリ

（Mビット）
ASIC ゲート2

HardCopy IV GX 
ASIC

HC4GX1 8+0 6.3 2.8M

HC4GX2 16+0 8.1 3.8M

HC4GX3 24+12 13.3 9.2M

HC4GX4 24+12 13.3 7.7M

HC4GX5 24+12 17.7 9.4M

HC4GX6 24+12 20.3 11.5M

HardCopy IV E 
ASIC

HC4E2 ‒ 8.1 3.9M

HC4E3 ‒ 10.7 9.2M

HC4E4 ‒ 13.3 7.7M

HC4E5 ‒ 17.7 9.4M

HC4E6 ‒ 18.0 11.5M

HC4E7 ‒ 18.4 13.3M

注 :
1 最大チャネル数であり、パッケージにより減少する場合があります。
2 ASICゲートはLEあたり12ゲートとして換算されます。各18x18乗算器は5,000ゲート。
3 表中の数値は暫定数値であり、変更の可能性があります。
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最高性能、最高のロジック使用率、
および最短のコンパイル時間

TSMCとアルテラ : 40 nmテクノロジ
および低リスクな量産パス

R&D、シリコン製造、および品質のリーダーである
TSMCは、1993 年以来のアルテラの製造パートナー
です。TSMC とアルテラはチームとなって、デザ
インからテープアウトまで製造プロセス開発全体の
ファウンドリ・モデルの見直しを継続的に行っていま
す。多くの IC サプライヤとファンドリの関係とは異
なり、TSMCとアルテラは単なる製造の委託ではな
く、共同開発を行っています。両社の標準的な共同作
業の一例として、TSMCの 40 nmプロセス技術でテ
スト・チップを開発しました。これらのテスト・チッ
プは、プロセスおよび回路設計の不確実性に関連する
生産リスクを最小限に抑え、主要 IC コンポーネント
の機能性を立証しました。

TSMC の 40 nm プロセスで構築されたアルテラの
40 nm デバイスは、最新テクノロジと最小限のリス
クの量産パスを提供します。TSMCの 40 nmプロセ
ス技術は、デバイスの性能と電力効率を強化するため
に、193 nm 液浸リソグラフィ、Low-K 誘電体、お
よびひずみシリコンを特長としています。

TSMC とアルテラは、より早く優れた結果を出し、
プロセス・ノードの成功において比類ない実績を収め
ています。
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詳細情報について

Stratix IV FPGAおよびHardCopy IV ASIC が対応する
市場およびアプリケーション

市場 アプリケーション

ワイヤライン 20G/40G MSAN/MSPP、4ポートおよび
8ポートGPON OLT

ワイヤレス ベースステーション、ハイエンドRFカード

軍用機器 レーダーおよび電子戦機器

放送機器 スタジオおよびヘッドエンド装置

ストレージ SANコントローラおよびスイッチ

医療機器 画像診断および治療システム

コンピュータ ハイ・パフォーマンス・コンピューティング

オートモーティブ インフォテイメント、ゲートウェイ・コントロール

航空宇宙 民間航空機

“think AND, not OR”その他の理由

www.altera.co.jp/thinkANDnotOR

アルテラは、シリコンおよび IP 開発を促進するエンド・マーケット・

ソリューションの要求を理解しています。この要求に応えるために、

さまざまなファンクションを簡単に統合するビルディング・ブロッ

クを作成しており、これらの多様な IP コアを供給する強力なエコ

システムの提供を継続します。



〒163-1332 東京都新宿区西新宿6-5-1
 新宿アイランドタワー32F 私書箱1594号
 TEL. 03-3340-9480　FAX. 03-3340-9487
 www.altera.co.jp
 E-mail:japan@altera.com

Altera Corporation
101 Innovation Drive, San Jose, CA 95134
USA
www.altera.com

本資料に掲載されている内容は、製品の仕様の変更等により予告なく変更される可能性があります。最新の情報はアルテラ・ウェブサイトをご参照ください。


	think AND not OR - Altera @ 40 nmブローシャ
	妥協なき技術革新
	各ファミリにリソース豊富な2種類のデバイス
	最高集積度、最高性能、および最小の消費電力
	最高集積度および最高性能
	最小の消費電力

	DSP性能を強化
	かつてないシステム帯域幅および卓越したシグナル・インテグリティ
	FPGAおよびASICの利点
	最高性能、最高のロジック使用率、および最短のコンパイル時間
	TSMCとアルテラ: 40 nmテクノロジおよび低リスクな量産パス
	“think AND, not OR” その他の理由
	詳細情報について



